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あけましておめでとうございます。秋田商工会議
所の会頭に就任し、初の新年を迎えました。謹んで
お祝いを申しあげます。
さて、昨今の社会経済環境は、新型コロナウィル

スやウクライナ情勢の影響に加え、エネルギー高、
円安による物価の高騰、人口減少による採用難など
課題が山積し、なかなか先行きが見通せない状況に
ありますが、秋田商工会議所としては、特に次の5点
について注力してまいりたいと考えております。
１点目は、カーボンニュートラルへの取組みです。

秋田県の洋上風力発電は全国的に注目を浴びており
ますが、秋田商工会議所としては、このことを地域
振興の千載一遇のチャンスと捉え、洋上風力発電関
連産業のサプライチェーンの構築・人材育成などに
ついて、行政や進出企業と連携して取り組むととも
に、洋上風力発電の建設・部品供給・保守点検、洋
上風力由来の水素など次世代エネルギーの導入等、
幅広い分野で会員企業のビジネスチャンスを拡大し
てまいりたいと考えております。
第２に、中心市街地の活性化です。あきた芸術劇

場ミルハスがグランドオープンし、中心市街地の来
街者も増えてまいりました。今後は、秋田市中心市
街地活性化協議会の会長として、芸術文化ゾーンと
しての魅力の向上・集客の促進に努めてまいりたい
と考えており、これが秋田だ!食と芸能大祭典、広小
路バザール、大手門の堀のライトアップに合わせた
千秋蓮まつりなどに加え、千秋公園の魅力を掘り下
げ、歴史観光の核となるよう努めて参ります。併せて、
中心市街地の一方通行解除など交通環境のあり方に
ついて関係機関と対話を重ね、車中心から賑わい中
心の交通環境について検討を深めてまいります。
第３に、秋田港の港湾機能の強化です。秋田港の

港湾計画に記されている岸壁等の整備はもとより、
秋田港アクセス道路の早期整備及び秋田自動車道秋
田北IC・秋田南IC間の４車線化整備についても、先
を見据えて強く要望してまいります。また、外航ク

ルーズの再開に対応し、外国人観光客受入の経済効
果が広く波及するよう、会員企業の取組もサポート
してまいります。
第４に、環日本海交流の推進です。秋田商工会議

所では、先代の辻会頭から渡邉会頭、三浦会頭と３
代に渡り環日本海交流に力を入れてきており、既に
日中露韓４地域による経済交流会議の枠組みが合意
されております。私もしっかりとその意思を引き継
ぎ、国際情勢を見極めながら、将来へ向けた交流推
進に取り組んでまいります。また、会員企業が海外
との取引を拡大できるよう、ジェトロ秋田貿易情報
センター・（一社）秋田県貿易促進協会との連携も強
化してまいります。
第５に、中小・小規模事業者の経営支援に力を注

ぎます。コロナや経営コストの上昇、人件費負担の
増大などで苦しむ中小・小規模事業者に対し、国・県・
秋田市の新たな支援策などをフルに活用した経営指
導員の伴走型支援に加え、中小企業活性化協議会に
よる再生支援、事業承継・引継ぎ支援センターによ
る後継者対策にも取り組んでまいります。併せて、
学生を含めた若年者の創業についても積極的に後押
しし、新たな社会経済環境に対応した企業の誕生を
支援してまいります。
このほか、商工会議所では、深刻な人手不足に対

応するため、高校生や大学生等の地元就職の促進、
女性のキャリアアップ支援、生産性向上へ向けたデ
ジタル化の推進、価格転嫁対策の推進、働き方改革
の推進などにも取り組むとともに、様々な経営課題
の解決に悩む中小・小規模事業者の皆様のワン・ス
トップ相談機能を果たしてまいります。
こうした活動を通じ、当所では、将来へ向け希望

の持てる秋田の創造へ向け、会員企業とともに英知
を結集して行動してまいります。
今年一年が、会員の皆様にとって飛躍の年となる

よう祈念し、新年のご挨拶といたします。

秋田商工会議所

会頭　辻　　良之

年頭所感
〜将来へ向け希望の持てる秋田の創造へ〜
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明けましておめでとうございます。
2023年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。

【はじめに】
私は、昨年11月の会頭就任時に「日本再生・変革に

挑む」とした所信を表明し、「変革の連鎖」によって日本
再生を成し遂げるために全身全霊を傾けることを会員
の皆さまに誓いました。また、その後、全国各ブロッ
クの商工会議所の皆さまや都内の中小企業経営者と対
話する機会を得て、「現場主義」と「双方向主義」を継承・
徹底させていかなければならないとの思いを新たにし
ました。われわれ商工会議所は、今年も一丸となって
事業者の皆さまの声を適切に政策提言や事業活動に生
かしつつ、地域経済、日本経済の発展のために力を尽
くしてまいります。

【当事者意識を持ち自己変革を】
さて、わが国は、過去20年以上にわたり物価、賃金、

生産性がほぼ横ばいという停滞が続き、先進諸国に比
して相対的に競争力は低下しています。さらに、昨年、
コロナ禍に加え、ロシアのウクライナ侵攻、世界的な
インフレなど、大きな環境変化が次々と押し寄せ、極
めて予測困難な状況が続いています。
本年は、こうした大きな環境変化に対応しつつ、人

口減少や少子高齢化、社会保障費の拡大、財政赤字、
人手不足、エネルギー問題、さらには加速するデジタ
ル化やグローバル化への対応などの構造的課題にわが
国が正面から取り組み、成長軌道に戻していくための
重要な年になると認識しています。足元では、複合的
な要因による物価上昇・円安の影響で中小企業は厳し
い状況に置かれていますが、われわれ、企業が成長の
原動力であるという当事者意識を持ち、現実を直視し、
果敢に自己変革に挑まなければ、この時代を生き抜く
ことはできません。今こそ、渋沢栄一翁の「逆境の時こ
そ、力を尽くす」という信念に学び、企業経営者が積
極的に行動を起こしていかなければなりません。
私は、経営者の責務は、経済価値、社会価値、環境

価値の三つを同時に追求すること、即ち社会に責任を
持ち、貢献することだと考えています。中小企業は、
変化に対する柔軟な対応力を有しており、経営者と現
場の距離も近く、経営者の理念を共有しやすい土壌が
あります。中小企業こそが自己変革と地域貢献・社会
貢献の主役であり、日商の会頭として、私が先頭に立っ
て自己変革に挑戦する中小企業のイノベーション創出

と付加価値向上を通じた成長を支援、大企業と中小企
業が共存共栄できる社会を目指していきたいと考えて
おります。

【企業の挑戦を支える環境整備を】
一方、政府の重要な役割は、企業の挑戦を支えるた

めの環境整備にあります。特に「民間投資の強力な推
進」「持続的に賃上げできる環境整備」「サプライチェー
ンの強靭化と経済安全保障」「多様な人材が活躍できる
国づくり」の四つの対応を政府には求めたいと思いま
す。資源を持たないわが国が持続的に成長するために
は、競争力のある「科学技術創造立国」としての地位の
確立を目指し、成長のエンジンとなる新たな産業分野
へ投資を強力に促進していくことが不可欠です。その
ためにも、政府は、新しい資本主義の重点投資４分野
における官民の適切な役割分担、リスクシェアリング
を図り、企業の成長期待を高めるとともに、十分な規
模の政府支出、税制、民間投資を促す大胆な規制改革
に取り組んでいただきたいと思います。
エネルギーに関しては、安定供給の確保とともに、

2050年カーボンニュートラル実現に向け、GXの活用
や原子力を含むエネルギー政策を政府が前面に立って
推進することが求められます。さらに、中小企業が賃
上げできる環境整備に向けて、取引価格の適正化、デ
ジタル化の推進等、生産性向上への支援強化が必要で
す。生産拠点の国内回帰を含め、多様化する供給網の
整備も急務であり、企業の予見性を高め、自由な経済
活動を阻害しない経済安全保障に取り組むべきである
と考えます。

【志を高く、新時代を切り拓く商工会議所に】
商工会議所としては、地域の第一線で活躍する会員

企業の皆さまと共に、こうした課題や変化をタイムリー
に察知し、商工会議所自らも変化に対応できる強い足
腰を鍛え、「中小企業のイノベーション創出・成長支援」
「大企業と中小企業の共栄共存の実現」「人と企業が輝
く地域の創造」の3本柱の実現に向け、全力で取り組ん
でまいります。
昨年、日本商工会議所は100周年を迎えました。次

の100年に向けて、本年が、「日本再生・変革に挑む」た
めの力強い一歩を踏み出す年となるよう、スピード感
をもって実行していく組織、志を高く、新しい時代を
切り拓いていく組織を目指してまいります。皆さまの
一層のご支援とご協力を心からお願い申し上げます。

日本商工会議所

会頭　小林　　健

年頭所感
日本再生・変革に挑む

〜志を高く、新しい時代を切り拓く〜
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秋田県知事

佐　竹　敬　久

いるほか、電子部品・デバイス関連が好調となる
など、明るい兆しが見え始めております。
また、「あきた芸術劇場ミルハス」のグランドオー
プンや水稲新品種「サキホコレ」がデビューし、県
内外での人気を集めるなど、明るい話題もござい
ました。
こうした流れを加速すべく、物価高などの影響を
低減させる対策を迅速に実施し、再生可能エネル
ギーなどの成長分野への参入支援や、人材の確保・
育成に向けた取組など、産業競争力の強化に向け
て施策・事業を積極果敢に展開してまいります。
貴会議所におかれましても、地域経済活性化の
けん引役として一層のご尽力を賜りますようお願
い申し上げます。
結びに、新しい年が皆様にとって希望に満ちた
飛躍の年となりますようご祈念申し上げ、年頭の
ごあいさつといたします。

新年明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎え
のことと、心からお慶び申し上げます。
昨年を振り返りますと､ いまだ新型コロナウイ
ルス感染症の収束を見通せない状況にある中、ウ
クライナ情勢の長期化や、原油・原材料価格の高
騰など社会情勢は不安定な状況が続いており、県
内でも多くの業種で影響を受けていることから、
県では経済の下支えとともに活性化を図っている
ところであります。
秋田商工会議所におかれましては、新型コロナ
ウイルスや物価高騰対策のための相談体制の強化、
中小企業のＤＸの推進、広小路バザールや東北絆
祭りの開催など、本県の社会経済活動の回復に大
きく寄与されているところであり、深く感謝申し
上げます。
県内経済につきましては、先行きの不確実性は
あるものの、木材製品の生産額が大きく増加して

年頭のごあいさつ

〈順不同〉謹 賀 新 年

秋
田
い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

辻
　
　
　
良

之

秋
田
市
寺
内
字
蛭
根
85
番
地
７

☎  
（
〇
一
八
）

八
六
二
│

六
六
〇
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
五
│

五
七
四
四

協
和
石
油
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

荻

原

慎
太
郎

秋
田
市
大
町
一
丁
目
３
番
37
号

☎
代
表
八
六
五
―
二
二
六
一
番

辻
兵
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

辻
　
　
　
良

之

秋
田
市
大
町
二
丁
目
四
番
三
二
号

☎（
〇
一
八
）
八
六
四
│
〇
二
一
五

支
社
長

菅

原

政

彦

〒
０
１
０
│
０
９
２
１

秋
田
市
大
町
三
丁
目
五
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
六
二
│
一
六
六
八

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

秋
田
支
社

㍿
秋
田
国
際
カ
ー
ド

代
表
取
締
役

土

谷

真

人

秋
田
市
大
町
一
丁
目
三
番
八
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八（
八
二
四
）七
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
二
四
）七
四
二
二

秋
田
市
旭
北
栄
町
一
│
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
五
│
二
九
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
六
五
│
二
九
三
二

千

葉

利

昭

千
成
会
理
事
長

院
　
　
　
　
長

歯
科
・
小
児
歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科

　
　
旭
北
歯
科
医
院

医
療
法
人

千
成
会

http://www.malushin.co.jp

株
式
会
社

マ
ル
シ
ン

代
表
取
締
役

   

進  

藤  

文  

仁

秋
田
市
泉
南
一
丁
目
２
︲
４

Ｔ
Ｅ
Ｌ (

〇
一
八) 

八
六
三
︲
三
四
五
五
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ (

〇
一
八) 

八
六
二
︲
〇
四
一
一

新
時
代
の
オ
フ
ィ
ス
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

人
の
そ
ば
に
、
夢
の
そ
ば
に
。

秋
田
市
中
通
二
丁
目
２
番
32
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８
│
８
３
３
│
６
６
１
１
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
│
８
３
３
│
６
６
１
９

〒
010-
0001

本
社
工
場  

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
170
│
82

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
│
八
六
四
│
四
五
〇
〇

〒
010-
0941

株
式

会
社

『
カ
オ
ル
サ
ブ
レ
』®

み
な
さ
ま
と
と
も
に
一
世
紀

秋
田
中
央
交
通
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

渡

邉

綱

平

秋
田
市
川
元
山
下
町
六
番
一
二
号

管

理

部
☎  

八
二
三
│
四
四
一
一

営

業

部
☎  

八
二
三
│
四
四
一
三

観
光
セ
ン
タ
ー
☎  

八
二
三
│
四
四
一
四

事

業

部
☎  

八
二
四
│
四
三
〇
〇


年
頭
あ
い
さ
つ


年
賀
広
告

⤒
年
賀
広
告

⤔
年
賀
広
告

⤖
׆
ྗ
あ
Δ
ळ
ా

⤘
ձ
ٞ
ॴ
Ϩ
ϙ
ồ
τ

 
年
頭
あ
い
さ
つ


年
頭
あ
い
さ
つ



秋田市長

穂　積　　　志

あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては、健やかに新春をお迎え
のこととお喜び申し上げます。
また、日頃から、本市市政にご理解とご協力を
賜り厚くお礼申し上げます。
さて、長引くコロナ禍や混迷深まる国際社会、
物価の高騰などが、市民生活や社会経済活動へ大
きな影響を与えているところであります。本市で
はこれまで、事業継続や地域消費の喚起につなげ
るための各種支援策を継続してきたほか、ウィズ
コロナ、アフターコロナを見据え、業態転換や新
分野進出などに取り組む会員の皆様を支援してま
いりたいと考えております。
また、人口減少が進む中にあって、本市として
は「まちの顔」である中心市街地のさらなる活性化
とにぎわいの創出への取組が必要であると考え、
「集い・楽しみ・住み・創る、選ばれるまち。～城

下町ルネサンスの継承～」を基本コンセプトに掲
げ、新たな中心市街地活性化プランの策定を進め
ているところであります。
皆様におかれましては、本市産業の振興と発展
にご尽力いただいておりますことに改めて感謝申
し上げますとともに、将来にわたり希望の持てる
秋田を創造していくため、引き続き皆様のご理解
とお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
今年の干支「癸卯（みずのとう）」について、「癸」
は物事の終わりと始まりを意味し、「卯」には春の
訪れを感じ、また、冬の門が開き、飛び出るとい
う意味があるそうです。コロナ禍という厳しい冬
の時を乗り越えて、これまでの努力が実を結び、
飛躍するような年となるよう期待を込めるととも
に、秋田商工会議所のますますのご発展と、会員
の皆様のご健勝を祈念申し上げ、年頭の挨拶とい
たします。

年 頭 所 感

〈順不同〉謹 賀 新 年
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副会頭  佐野  元彦 副会頭  石井  資就

キーワードは
「値決め」 金融政策のジレンマ

新年を迎え目下最大の課題は、金融政策の「ジレン
マ」です。過剰なゼロ金利政策、深刻な円安は、意外
なところに影を落としました。外国人材の確保・維持
の難化です。外国人在日労働者が、自国へ仕送りする
ために必要な賃金は、円安進行により、国によっては
約1.4倍にも跳ね上がっているのです。本来、技能実
習生が多いアジア圏ですら「日本離れ」が急速に進行中
です。30年後、約2,100万人もの生産年齢人口の減少
が予想され、外国人材確保は急務。しかしこの深刻な
円安が、足かせになっているのです。特に、日本が抱
える看護・介護人材不足は、改善必須の最重要事項で
す。最早利上げによる為替安定化を図るべき時です。
この2年半停滞した、人材・文化・産業の異国間交流を、
再起させましょう。ただし、単に一方的な「インバウ
ンド」に執着するのでは駄目。自国に来て欲しいのは
お互い様であり、日本から訪れ、そして日本にも来て
もらう「相互往来」でなければいけません。この事は私
自身、某国在日大使との会見を経て、つくづく痛感し
ました。いずれ本年は本腰を入れ、交換留学誘致、外
国人就労支援に、尽力致したいと存じます。本年も宜
しくお願い申し上げます。

失われた20年とも30年とも言われ、デフレ経済
からなかなか脱却できない日本。昨今では内外の物
価差や給与水準の大きな差が話題に上ります。確か
に、国民一人当たりGDPは2000年の世界2位から27
位に低下。平均年収も30年間で世界各国が2.5倍か
ら3倍になっているのに、日本はほぼ変わりません。
その原因の一つは、Every day Low priceを謳い
文句にした日用品販売や100円ショップの出現な
ど、良いものをより安く提供する戦略のみに偏って
しまったからではないでしょうか。
昨年逝去された稲盛和夫氏は、経営の要諦とし

て「値決めは経営」とおっしゃり、値決めとは「お客
様が喜んで買ってくれる最高の値段を決めること」
だと説いています。
我が秋田は、質の高い産品や自然、文化をたくさ

ん抱えています。高級ブランド米「サキホコレ」も販
売が開始されました。価値に応じた「値決め」で、経
済の好循環を生むキッカケにしてまいりましょう。
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運命の選択！
〜秋田プライド2年〜 新たな船出に臨んで

副会頭  猿田  知久副会頭  佐藤  裕之

あけましておめでとうございます。
昨年は、この欄に「秋田プライド元年」と題して、我

が秋田が、洋上風力発電などの再エネで、日本ひいて
は世界のカーボンニュートラルを支えることに自信と
誇りを持とう、と書きました。この一年で、その全容
が見え始め、多くの方々が秋田プライドを実感し始め
ていると思います。変化の胎動は至る所に見られます。
今年はその 2年目。誇りを胸に、秋田に暮らす私た

ちが、より主体的に「我がこと」として関わり、自ら
果実を齧るべく行動する時です。明るく前向きに前進
したいと思います。
「運命とは、偶然（chance）の問題ではなく、選択

（choice）の問題である。それは、待つものではなく、
自分の手で獲得するものである。」（米国の元国務長官
ウィリアム・ジェニングス・ブライアン（1860～
1925）の言葉）
今年もよろしくお願いします。

この度新たに副会頭を拝命し身の引き締まる思い
でおります。辻会頭を補佐し商工会議所の更なる発
展に貢献できるよう力を尽くす所存ですのでどうぞ
よろしくお願い申し上げます。
就任以来改めて強く実感したことは、商工会議所

の活動が多岐に渡り地元企業の様々なお役に立って
いること、また約30名の会議所職員の皆様が会員企
業に寄り添いとても真摯に日々業務に当たっている
ことです。
国際情勢不安、人口減少・人手不足などもあり経

済情勢は厳しさを増しており我々中小企業の経営の
舵取りは益々難しくなっております。
そのような中で商工会議所の果たす役割が会員企

業の経営基盤をより強固にし業績伸長に資すること
を心より願って副会頭の職務に臨んで行く決意を新
たにしております。

〈順不同〉謹 賀 新 年
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水 道 施 設 運 営 管 理
風力発電機メンテナンス

羽後設備㈱
代表取締役社長

佐  藤  裕  之

【本　社】
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秋田市泉中央二丁目2番29号
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㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
六
四
）
六
八
八
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
二
（
三
二
）
八
二
六
六
㈹

〒
〇
一
〇
│
〇
九
四一

県
南
営
業
所

山
岡
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

山

岡

緑
三
郎

代
表
取
締
役
社
長

阿

部

倫
比
古

〒
010
│

1415
秋
田
市
御
所
野
湯
本
二
│
一
│
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
二
六
）
一
六
一
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
二
六
）
一
五
六
五

一
〇

Ｌ
Ｅ
Ｔ

八‐

六
八

三‐

〇
五
五
一

一
〇

Ｘ
Ａ
Ｆ

八‐

二
八

四‐

一
五
六
三

役
締
取
表
代

長

社

猿

田

知

久

秋
田
市
山
王
六
丁
目
一
〇
番
九
号

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

西

宮

公

平

　
　
　
　

　
　

秋
田
市
土
崎
港
西
二
丁
目
五
番
九
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八（
八
四
五
）〇
一
八
五

秋
田
海
陸
株
式
会
社

小

林

淳

一

秋
田
市
山
王
六
丁
目
一
六
番
一
九
号

長
門
第
二
ビ
ル
１
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
六
二
）
一
四
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
六
五
）
二
七
九
四

代
表
取
締
役

長

門

孝

一

新
三
井
産
業
株
式
会
社

〒010-
0951

株
式
会
社

イ
ト
ー
鋳
造

代
表
取
締
役
社
長  

伊

藤

源

通

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反

一
七
〇
番
地
七
三
号

℡  〇
一
八
（
八
〇
一
）
一
一
〇
〇

❾
年
賀
広
告
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賀
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要
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❸
年
頭
あ
い
さ
つ
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年
頭
あ
い
さ
つ
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謹 賀 新 年

代
表
取
締
役
社
長

工
藤
孝
徳

〒
0
1
0-

0
9
2
1

秋
田
市
大
町
二
丁
目
4-

4
4
秋
田
第
一
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

電
話
0
1
8（
8
6
5
）0
2
3
1

■秋田ジェーシービーカード様 秋田商工会議所 暑中見舞広告 w35×h60 1cモノクロ

株
式
会
社   

秋
田
放
送

本
社
010
│

8611
秋
田
市
中
通
七
丁
目
一
│
一
│
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
二
六
│
八
五
三
三（
総
務
部
）

立

田
　
　
聡

代
表
取
締
役

社

長

コ
マ
ツ
秋
田
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

辻
　
　
　
良

之

代
表
取
締
役
社
長

田

川

浩

一

秋
田
市
川
尻
大
川
町
９
番
48
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
│

八
六
五
│

一
三
三
〇

有限会社
佐
々
木
製
作
所

代
表
取
締
役

石
郷
岡
　
　
　
誠

秋
田
市
向
浜
一
丁
目
六
│
一

☎
（
〇
一
八
）八
七
四
│
七
八
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
七
四
│
七
八
八
二

代
表
取
締
役
社
長

工

藤

大

吾

秋
田
市
卸
町
四
│
八
│
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
六
三
│
三
六
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）八
六
三
│
三
六
〇
二

株
式
会
社代

表
取
締
役秋

田
市
中
通
一
丁
目
三
番
二
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）
八
五
三
┃
九
一
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）
八
五
三
┃
九
一
七
八

杉
　
本
　
公
　
彦

Ｒ
Ｂ
ａ
ｄｖａｎｃｅ

北
東
北
支
社
長

㓛

刀

俊

英

盛
岡
市
盛
岡
駅
前
通
一
六
│
二
一

盛
岡
駅
前
通
ビ
ル
六
階

Yamani

これまでも、これからも
未来を創造し続ける企業

山二建設資材株式会社
・建設資材販売
・各種専門工事請負

≪営業所≫

秋田市、大仙市、横手市
大館市、能代市、仙台市

株
式
会
社

http://www.fm-akita.co.jp

　
　
〒
〇
一
〇
│
〇
九
七
三

秋
田
市
八
橋
本
町
三
丁
目
七
番
一
〇
号

電

話
〇
一
八（
八
二
四
）一
一
五
五

船

木

保

美

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

JOPU-FM 82.8MHz

株
式
会
社
あ
き
ぎ
ん
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役
社
長

石  

川  
  

聡

秋
田
市
山
王
三
丁
目
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
三
│

一
二
二
一

秋
田
市
中
通
２
│

５
│

21

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８（
８
３
２
）９
１
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８（
８
３
２
）９
１
７
７

秋
田
支
店
長

福

田

宏
次
郎

秋
田
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

秋
田
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

地
球
環
境
の
保
護
と

住
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て

地
球
環
境
の
保
護
と

住
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て

㍿
ユ
ア
テ
ッ
ク

常
務
執
行
役
員
支
社
長

渡

辺

政

道

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
二
三
三
│
九

☎
（
〇
一
八
）
八
六
二
│

三
八
二
一
㈹

秋
田
支
社

代
表
取
締
役
社
長

渋

谷

重

春

秋
田
市
外
旭
川
字
待
合
二
八
番
地

☎
（
〇
一
八
）八
六
九
│
七
二
二
二
㈹

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）八
六
九
│
五
一
一
五

  

秋
田
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

秋
印
秋
田
中
央
青
果
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

木

村
　
　
　
仁

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
番
三
六
号

☎（
〇
一
八
）
八
六
二
│
三
二
五
一

株
式

会
社
ホ
ク
シ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

代
表
取
締
役
社
長

佐

藤

宗

樹

本
社

秋
田
市
牛
島
西
一
丁
目
四
―
一
〇

電

話
〇
一
八
（
八
三
七
）
〇
八
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
三
七
）
〇
八
一
二

〒
010-
0063

東
北
発
電
工
業
株
式
会
社

秋
田
支
社

〒
〇
一
一
―
〇
九
一
一

秋
田
市
飯
島
字
古
道
下
川
端
二
一
七
―
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
四
五
―
四
七
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
四
六
―
八
四
六
六

支
社
長

本

多
　
　
　
孝

〒
〇
一
一
―
〇
九
〇
四

秋
田
県
秋
田
市
寺
内
蛭
根
三
丁
目
二
四
―
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
五
―
三
七
七
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
六
五
―
三
七
七
八

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
　
　
平

野

久

貴

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）八
三
五
―
八
七
一
四

代
表
取
締
役

吉

川
　
　悟

花
の
ヤ
マ
ト

70th
anniversary

秋
田
市
広
面
堤
敷
五
三
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
三
四
―
八
七
〇
〇

010-0041

㍿

代
表
取
締
役  

木

村

昌

永

〒

秋
田
市
河
辺
和
田
字
和
田
三
七
―
九

電

話  （
〇
一
八
）
八
八
二
―
三
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ  （
〇
一
八
）
八
八
二
―
二
五
四
三

019-
2601

住
宅
資
材
総
合
セ
ン
タ
ー
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謹 賀 新 年

代
表
取
締
役
社
長

内

村

和

樹

本

社
　
　
　
秋
田
県
秋
田
市
旭
北
錦
町
１
│

14

電
話
０
１
８
│

８
６
５
│

０
６
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
│

８
６
５
│

０
６
１
２

東
京
支
店

　
　
東
京
都
豊
島
区
池
袋
２
丁
目
43
│
３
田
村
ビ
ル
３
階

電
話
０
３
│

５
９
４
４
│

８
４
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
│

５
９
４
４
│

８
７
７
５

仙
台
支
店

　
　
宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
八
木
山
東
１
丁
目
16
│
13

電
話
０
２
２
│

３
９
８
│

８
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
２
│

３
９
８
│

８
１
５
２

大
洋
ビ
ル
管
理
株
式
会
社

〒
010
│
0923

〒
171
│
0014

〒
982
│
0002

e-mail:taiyo-somu1@nifty.com

頭

取

新

谷

明

弘

秋
田
市
山
王
三
丁
目
二
番
一
号

秋
田
市
八
橋
字
下
八
橋
一
九
一
│
二
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八（
八
六
二
）
五
一
四
一

取
締
役
会
長

佐

賀  

善

美

代
表
取
締
役
社
長

佐

賀  

善

廣

　
　
高
度
な
鐵
構
技
術
で
建
設
業
界
の
未
来
に
貢
献
す
る

　
　
そ
れ
が〝C

H
IY

O
D

A
 V

IS
IO

N

〞（
チ
ヨ
ダ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
）で
す

  

千
代
田
興
業
株
式
会
社

﹃
道
﹄

見
え
な
い
け
れ
ど
支
え
て
い
る
　
　

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
１
７
０
ー
４
９

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８
ー
８
６
４
ー
６
２
０
０

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

森

田

良

平

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
二
三
三
│
二
〇
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
六
六
│
五
一
一
一

秋
田
駅
ビ
ル

ト
ピ
コ
・
ア
ル
ス

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田

秋
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
株
式
会
社

秋
田
市
中
通
七
丁
目
二
│
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）
八
三
一
│
二
二
二
五

株
式
会
社  

秋
田
県
分
析
化
学
セ
ン
タ
ー

豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
環
境
へ
の
貢
献

代
表
取
締
役
社
長

佐

藤

秀

治

本
　
　
　
社   

秋
田
市
八
橋
字
下
八
橋
一
九
一
│
四
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八（
八
六
二
）四
九
三
〇

県
南
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
二（
三
五
）五
六
九
〇

仙
北
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
七（
四
二
）八
〇
一
一

県
北
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
六（
六
〇
）一
六
〇
一

仙
台
営
業
所   

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
二
二（
三
九
九
）八
〇
八
五

大

渕

宏

見

代
表
理
事

金

森

幸

志

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
二
〇
番
地
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）八
六
七
│
八
五
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）八
六
七
│
八
五
五
〇

協
業
組
合

三
交
モ
ー
タ
ー
ス
商
会

愛
飲
御
礼
。

ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
・
モ
ル
ツ

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

秋
田
市
東
通
仲
町
四
│
一
ア
ル
ヴ
ェ
７
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
三
六
）
一
八
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
三
六
）
一
〇
〇
九

秋
田
支
店
長  

岩

崎

和

匡

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
秋
田
株
式
会
社

辻

本

光

雄

秋
田
市
卸
町
四
丁
目
九
番
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八‐
八
八
八
‐
二
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八‐
八
八
八
‐
一
一
一
〇

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長  
石
塚  

真
人

所

長

佐
々
木

俊

行

秋
田
市
山
王
三
丁
目
一
番
二
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
│

八
六
二
│

四
三
六
三

鹿
島
建
設
株
式
会
社

秋
田
営
業
所

代
表
取
締
役
会
長

辻
　
　
　
良

之

代
表
取
締
役
社
長

吉

田
　
　
　
進

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
│

九
二

〇
一
八
│

八
二
三
│

四
六
四
五

富
士
フ
イ
ル
ム
B
I
秋
田
株
式
会
社

秋
田
市
茨
島
四
丁
目
三
番
三
六
号

電

話
〇
一
八
（
八
六
四
）
五
一
一
一

代
表
取
締
役
社
長

西

村

幸

彦

株
式
会
社
ダ
イ
ヤ
プ
ラ
ザ

秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

秋
田
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

エ
ネ
オ
ス
茨
島
給
油
所

茨
島
自
動
車
整
備
工
場

山二グループ

事
業
本
部
長

柴

田  

房

生

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
三
六
│
三

☎   

（
〇
一
八
）
八
六
三
│
一
九
八
六

事
業
本
部
長

秋
田
事
業
本
部

雪
下
ろ
し
を
す
る
と
き
は
引
込
線
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

継往開来
～誰もがドデする

企業になるゾ！～

み
ち
の
く
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

谷

村

広

和

秋
田
営
業
部
長

佐

藤

茂

正

秋
田
営
業
部

【
住
所
】
秋
田
市
寺
内
字
神
屋
敷
二
九
五
ー
四
九

【
電
話
】
〇
一
八
ー
八
四
六
ー
三
六
七
〇

�
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

�
県
へ
の
要
望

⤙
ߦ
ࣄ
༧
ఆ

❸
年
頭
あ
い
さ
つ

❾
年
賀
広
告



〈順不同〉

謹 賀 新 年

株
式
会
社

都

市

整

備

取
締
役
会
長

賢

木

新

悦

秋
田
市
川
尻
み
よ
し
町
十
一
番
一
号

☎
（
〇
一
八
）八
六
二
│

六
一
一
一

仙
台
・
横
手
・
大
仙
・
青
森

代
表
取
締
役
会
長

高

橋

良

治

取
締
役
社
長

高

橋

泰

寛

役
職
員
一
同

秋
田
市
外
旭
川
字
待
合
二
八

☎
（
〇
一
八
）八
六
九
│
五
五
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
六
九
│
五
五
一
三

丸
果
秋
田
県
青
果
株
式
会
社

杜
氏
と
蔵
と
革
新
力
。

秋田酒類製造株式会社
秋田市川元むつみ町4-12
TEL.018-864-7331

秋
田
市
山
王
二
丁
目
一
┃
四
三

☎
〇
一
八
┃
八
九
六
┃
一
六
八
五

秋
田
支
店
長

阪

口

達

彦

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社

秋
田
支
社
長

小

林

昭

仁

秋
田
市
山
王
五
丁
目
十
五
番
六
号

秋
田
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

近

江

則

夫

秋
田
市
八
橋
南
二
丁
目
四
│
一
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八（
八
六
四
）八
九
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
六
五
）〇
九
二
二

代表取締役社長  相場　栄利

ガスを通じて皆様の地域社会の
　　発展と豊かな暮らしに奉仕する

〒010－8520  秋田市楢山登町1番20号
　　　　　☎ 018－833－8766
http://aibashouten.co.jp/

日
本
精
機
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  
石

塚

広

行

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
│
二
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

八
六
三
│
一
六
三
一

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

白

石

光

弘

秋
田
市
寺
内
字
神
屋
敷
二
九
五
番
地
三
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
一
八
）
八
四
五
│
二
一
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
八
）
八
四
五
│
六
六
〇
〇

佐

藤

広

美

秋
田
管
工
事
業
協
同
組
合

理
事
長

太

田

博

之

秋
田
市
山
王
臨
海
町
３
│
18

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
二
│
六
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
二
四
│
五
六
八
五

官
公
需
適
格
組
合

『
カ
デ
ル
』

丸
甚
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

保

坂

雄

大

〒
011
│

0946
秋
田
市
土
崎
港
中
央
五
丁
目
│

七
│

一
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八（
八
四
五
）〇
五
七
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
四
五
）六
〇
七
四

h
ttp

://w
w

w
.m

a
ru

jin
-fa

s.jp

建
築
一
式
工
事（
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・
補
修
等
）

辻・本
郷
税
理
士
法
人

秋
田
事
務
所

所
　
　
　
長

小
野
寺
　
　
　
孝

社
員
税
理
士

伊

勢

準

造

秋
田
市
山
王
沼
田
町
六
│
三
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
六
二
│
三
〇
一
九

総
合
建
設
業

中
央
土
建
㍿

代
表
取
締
役

伊

藤

久

嗣

〒
010
│

0921
秋
田
市
大
町
一
丁
目
三
│
八

　
　
　
　

秋
田
デ
ィ
ラ
イ
ト
ビ
ル
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八（
八
九
三
）五
八
四
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
九
三
）五
八
四
四

U
RL : https://w

w
w.chuoudoken.co.jp

先
駆
す
る
キ
ャ
リ
ア
と
実
績


年
頭
あ
い
さ
つ


年
賀
広
告

⤔
年
賀
広
告

⤖
׆
ྗ
あ
Δ
ळ
ా

⤘
ձ
ٞ
ॴ
Ϩ
ϙ
ồ
τ


年
頭
あ
い
さ
つ

 
年
頭
あ
い
さ
つ

⤒
年
賀
広
告



〈順不同〉

謹 賀 新 年

秋田南青果センター/松紀グループ管理本部
住所：〒010-1415秋田市御所野湯本3-1-8
TEL018-829-0808 FAX018-829-0303
支店：横手・湯沢・能代・由利本荘・盛岡

秋田市公設地方卸売市場 青果部

株式会社

代表取締役 佐藤 文信

次の時代へ挑戦
2023

代
表
取
締
役
社
長

七

山

慎

一

本
社

秋
田
市
八
橋
イ
サ
ノ
二
丁
目
一
五
番
二
五
号

電
話
〇
一
八
（
八
六
二
）
四
九
五
三

未
来
の
環
境
づ
く
り
に
、私
達
が
お
手
伝
い

営
業
品
目

配
管
機
材
・
水
道
材
料
・
各
種
工
具
・
農
業

東
北
バ
ル
ブ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

脇

屋

憲

一

本

社

☎
〇
一
〇
│
〇
八
二
二

秋
田
市
添
川
字
境
内
川
原
二
二
八
番
地
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
三
五
│

一
一
三
九

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
三
四
│

六
三
〇
四

木
村
裕
幸

代
表
取
締
役
社
長

長

野

高

則

秋
田
市
御
所
野
湯
本
三
丁
目
一
番
七
号

☎（
〇
一
八
）
八
八
九
│
八
七
〇
〇

秋
田
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㍿

代
表
取
締
役  

池

田

憲

亮

本
社
由
利
本
荘
市
川
口
字
八
幡
前
２
６
１

電

話
０
１
８
４
（
２
２
）
２
２
２
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
４
（
２
２
）
８
５
６
４

https

：//w
w
w
.ikeyaku.co.jp/

い
つ
も
や
さ
し
く
あ
な
た
の
そ
ば
に

代
表
取
締
役

正

木

孝

輝

常
務
取
締
役

柏

谷

隆

一

秋
田
市
下
浜
羽
川
字
下
野
２
番
地
４

電

話
（
０
１
８
）
８
８
１
│
５
７
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
）
８
７
９
│
２
５
８
３

総
合
建
設
業
（
造
園
・
土
木
・
維
持
管
理
）

エ
コ
シ
ビ
ル
株
式
会
社

Civil Engineering
      &     Ecology

代表取締役社長  末廣 健二

秋田市外旭川神田 112 番地
（代表） TEL.018-868-1133

FAX.018-868-6644

〒010-0802

らいらっく訪問鍼灸マッサージ秋田／南秋田
まごころサポート秋田らいらっく店

ショートステイ  美しき郷
ショートステイ  らいらっく
サ高住らいらっく外旭川

らいらっく

代表取締役　嵯峨 秀昭
来 楽 株式会社

代
表
取
締
役
社
長  

土
田

博
紀

本

社

秋
田
市
山
王
二
丁
目
二
―
十
七

山
王
ピ
ア
レ
ス
ビ
ル
七
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
―
八
六
三
―
九
三
二
二

https://www.nas-akita.co.jp/

シ
ス
テ
ム
開
発
・
情
報
機
器
販
売

株
式
会
社  

日に
ち

情じ
ょ
う

秋
田
シ
ス
テ
ム
ズ

Nichijo Akita Systems

代
表
取
締
役

大

内

睦

子

秋
田
市
中
通
二
│

三
│

八（
ア
ト
リ
オ
ン
ビ
ル
８
階
）

☎
０
１
８（
８
３
２
）６
７
８
９

０
１
８（
８
３
２
）６
８
６
４

秋
田
銘
菓

協同
組合

〒010-0001 秋田市中通四丁目７番35号

☎018-833-1855 ㈹
http://www.akitashiminichiba.com/

プロの目利きが光る！
信頼の品揃え！

理事長   進 藤 政 弘
秋田市民市場

理
事
長

北

林

貞

男

秋
田
市
南
通
亀
の
町
四
番
五
号

☎（
〇
一
八
）
八
三
一
―
三
五
五
一

秋
田
県
信
用
組
合

代
表
取
締
役
社
長   

宇

野

寿

人

代
表
取
締
役
副
社
長   

伊

藤

元

範

秋
田
市
山
王
三
丁
目
四
番
二
三
号

℡
（
〇
一
八
）八
八
三
│
〇
二
〇
〇

株式
会社

フ
ィ
デ
ア
情
報
総
研

－総合物流企業－

株
式
会
社
秋
田
物
流
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役  

三

浦

昭

浩

秋
田
市
御
所
野
湯
本
二
丁
目
一
番
二
号

　
　
　（〇
一
八
）八
五
三
―
七
二
一
一

墓石の

アトム
代表取締役　長岡  崇

株式会社あきたアトム
〒010-0802
秋田市外旭川字野村32-1
TEL 018-838-0398
FAX 018-838-0399

お墓は永遠なり

秋
田
シ
ー
ル
印
刷
㍿

代
表
取
締
役
社
長

小
笠
原
　
　
　
隆

秋
田
市
茨
島
二
│
一
四
│
八

☎
八
六
二
│
三
七
二
七

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
・
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷

互
大
設
備
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

脇

屋

憲

一

本
社

秋
田
市
添
川
字
境
内
川
原
二
二
八
―
二
七

☎
八
三
三
―
九
二
七
〇

❾
年
賀
広
告

�
年
賀
広
告

❺
年
頭
あ
い
さ
つ

❼
年
頭
あ
い
さ
つ

�
県
へ
の
要
望

⤙
ߦ
ࣄ
༧
ఆ

❸
年
頭
あ
い
さ
つ

�
年
賀
広
告



〈順不同〉

謹 賀 新 年

秋
田
市
泉
北
３
丁
目
４
―
20

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
８
―
８
６
２
―
７
９
４
７

私
た
ち
と
係
わ
る
す
べ
て
の
人
の
幸
せ
を
建つ

設く

る

代
表
取
締
役

加

藤

俊

介

秋
田
市
大
町
二
丁
目
四
│
四
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
（
八
六
二
）
五
八
〇
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
（
八
二
三
）
三
一
五
一

〒
010-
0921

代
表
取
締
役

社

　
　
　長

高

田

眞

千

株
式
会
社
シ
ス
テ
ム
ク
リ
エ
イ
ト

代
表
取
締
役
会
長

越

前
　
　
　
亨

代
表
取
締
役
社
長

岡

部
　
　
　
徹

〒
〇
一
〇
―
〇
九
五
五

秋
田
市
山
王
中
島
町
三
│
五

☎
〇
一
八
│

八
二
三
│

一
四
三
二
㈹

秋
田
信
用
金
庫

会

長

平

野

敬

悦

理
事
長

菅

原
　
　
　
浩

秋
田
市
大
町
三
丁
目
三
│
一
八

☎
八
六
六
│
六
一
七
一
㈹

http://www.marusui-akita.co.jp/

代
表
取
締
役
社
長

鈴

木

信

夫

秋
田
市
外
旭
川
字
待
合
二
八
番
地

☎
〇
一
八（
八
六
九
）五
三
一
一
㈹

丸
水
秋
田
中
央
水
産
株
式

会
社

三
共
産
業
株
式
会
社秋田

支
店

秋
田
市
旭
南
三
丁
目
三
│
一
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
│
八
六
四
│
三
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
│
八
六
四
│
三
一
一
四

医
療
法
人

久
幸  

会

〒
〇
一
〇
―
〇
一
四
六

秋
田
市
下
新
城
中
野
字
琵
琶
沼
一
二
四
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
七
三
―
五
一
八
八

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
七
三
―
三
八
二
八

理
事
長

稲
庭
千
弥
子

総
合
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス

〒
〇
一
〇
―
〇
八
七
七

秋
田
市
千
秋
矢
留
町
六
―
二
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
八
）八
八
四
―
〇
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
二
五
―
一
一
〇
五

代
表
取
締
役
社
長

稲

庭  

淳

会

長

藤

井
　
　
　
明

〒   

秋
田
市
卸
町
三
丁
目
六
番
三
号

電

話（
〇
一
八
）八
六
六
│
二
六
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
八
）八
六
六
│
二
六
三
一

よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す

公
益
社
団
法
人

秋
田
南
法
人
会

010-
0061

（
加
入
一
五
四
〇
社
）

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
㈱
特
約
店

秋
田
電
機
建
設
株
式
会
社

時
代
が
求
め
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に
貢
献
し
ま
す

代
表
取
締
役

熊

谷

榮

信

〒
〇
一
〇
│
〇
八
五
一

秋
田
市
手
形
字
山
崎
一
一
〇
番
地
三

電

話
〇
一
八（
八
三
二
）八
五
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八（
八
三
一
）六
〇
四
二

〒010－0921
秋田県秋田市大町3丁目4－1
マニュライフプレイス秋田8階
TEL（018）862 － 6193
FAX（018）865 － 5189

（株）JTB秋田支店

東
部
ガ
ス
株
式
会
社

秋
田
支
社

秋
田
市
楢
山
川
口
境
一
│

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
│
八
三
二
│
六
五
九
五

支
社
長

石

川

真

也

秋
田
市
中
通
四
丁
目
３
番
11
号

☎
（
〇
一
八
）八
三
二
│
六
五
四
八

理
事
長

伊

藤
　
　
　
昇

学
校
長

三

浦

順

治

学
校
法
人

伊

藤

学

園

〒010－1415
秋田市御所野湯本 4－1－4
TEL（018）826 － 1181
FAX（018）826 － 1182

株式会社
五十鈴製作所秋田工場

秋
田
市
工
業
団
地
協
同
組
合

理
事
長
　
　
伊

藤

和

宏

秋
田
市
川
尻
町
字
大
川
反
一
七
〇
│
四
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
一
八
│
八
二
三
│
三
九
一
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
│
八
六
二
│
九
九
四
八

〒
010
│

0941

も
の
づ
く
り
の
ご
相
談
な
ら
…

ご
予
約
は…

秋
田
市
旭
南
二
丁
目
３
│
３
４

お
電
話
頂
け
れ
ば
、
各
種
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

☎
８
６
３
│
３
２
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外国人材受入相談窓口開設中 【企画振興課 TEL.866-6679】



持続可能な観光地域づくりが重要
～東経連フォーラム in 秋田～

12／6

東北経済連合会会員、県内商工会議所議員など約60名が参加し、ホテルメトロポリタン秋田で開催。
講師に（一社）ジャパンショッピングツーリズム協会  代表理事・事務局長 新津研一氏を招き、「観光で

地域活性化　成功の３大ポイントとは」と題し講演した。
新津氏は「2023年以降は 2013年～2019年以上の急激な訪日ゲスト増の可能
性もあり、現在一部の企業ではすぐに対応できるように準備を進めている」と紹介。
また、「SDGｓをブレイクダウンした観光ガイドライン（JSTS-D）では、持続可
能な観光地づくりが重要視されている。これからは 4P( 商品、価格、販売環境、プ
ロモーション ) をベースに持続可能性が加わった、よりサスティナブルな旅が旅行
者に選択される」と述べた。 新津研一氏
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新型コロナに関する国の支援策を総覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナ対策サポートナビ　検索
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新年明けましておめでとうございます。新春とい
うことで、皆さんに元気を与えられるよう、私なり
の秋田の大きな夢を語ってみたいと思います。
（以下は私の勝手な妄想であり、日本銀行として
の公式な見解ではありません。あくまでも、新春の
夢として読んで頂ければ幸いです）

２０ＸＸ年Ｘ月午前６時、電車好きの私は、先
日開通したばかりの新・秋田新幹線「さきほこれ」
１号品川行きに初めて乗車した。本日は岐阜の実家
で法事があるが、品川駅で午前９時過ぎのリニア中
央新幹線に乗り継げば余裕で間に合う。２０２１年
に日本銀行支店長として秋田に着任した時には、こ
んな時代が来るとは想像もできなかった。
今振り返ってみると、当時話題となっていた洋上
風力発電の事業によって、秋田経済に何らかの恩恵
はあると期待していたが、ここまで盛り上がる転機
となったのは、やはり、２０ＸＸ年に、洋上風力発
電等が作り出すクリーンな電力を目当てに、海外大
手のＩＴ（情報技術）関連企業が次々と秋田に拠点
を設置したことであろう。
デジタル家電で有名な米国企業は、駅近くのビル

を一棟借上げ、一階に直営販売店（ストア）を開設
したが、オープンしてからもう１年も経つのに、連
日、長蛇の行列ができていると聞く。
彼らの拠点が相次いで設置されたお陰で、秋田に

は高度なＩＴ技能を持つ外国人が家族と一緒に住み
始めた。今では、市内のある小学校は、公立版イン
ターナショナルスクールとして有名だ。海外文化や
英語が自然に身に付くと親御さんにも好評で、都会
からわざわざ越境入学してくる子供も多いと聞く。
もう一つ驚いたのは、彼らの食生活である。安くて
美味しい秋田のお米が大人気となり、最近、市内の
お米屋では、銘柄別の特徴が日本語と英語で表記さ
れている。彼らの口コミの影響もあってか、秋田の
お米の評判は世界各地に拡がり、先日、秋田のお米
の国内生産量、消費量がともに何十年振りに増加に
転じたとの報道もあった。

活力ある秋田

新春、秋田の大きな夢を語る

また、国内外の名だたる企業の幹部が、海外大手
ＩＴ企業の秋田拠点を訪れる、いわゆる「秋田詣で」
も、もはや日常の出来事となった。飛行機も秋田新
幹線も増便に次ぐ増便を繰り返したが、もはやキャパ
シティは限界。ますます発展が見込まれる秋田と東
京を結ぶ第三の路線が必要との声が、海外大手ＩＴ
企業の有名ＣＥＯから出たことで、国内の政財界か
らも同調する声が高まり、十数年前、全線フル規格
の新・秋田新幹線の建設が決定した。新線は、既に
完成したリニア中央新幹線で培った大深度地下工事
や山脈を突き切る高度な土木技術、さらには北海道
新幹線の寒冷地対応のノウハウを活用する形で、秋
田、大曲、横手、湯沢をほぼ直線で結び、奥羽山脈
を経由して仙台手前で東北新幹線に繋がり、秋田市
民の公募で選ばれた「さきほこれ」号によって、仙
台までは１時間ちょっとで行けるようになった。
東京は完全に日帰り圏内となり、秋田に泊まるビ

ジネス客は減少したが、１泊２日でも男鹿や大館に
ゆっくり行けるようになったことで、秋田犬やなま
はげを目当てに、若年層の旅行客が大幅に増加した。
また、最近は、数十年前まで人口減で苦しんでいた
秋田の奇跡的な発展を学ぼうと、中国の政府関係者
も多数視察に来ていると聞く。
そうこうしているうちに、仙台駅に着く車内アナ
ウンスが流れ始めた。今日は日帰りで秋田に戻って
くる予定だが、次回は秋田新幹線「こまち」と東海
道新幹線「のぞみ」に乗って、２０２２年の頃のよ
うに、ゆっくりと車窓を見ながら過ごそう。

皆さん、今年も大きな夢をもって一緒に頑張りま
しょう。

真
ま

  鍋
なべ

  　  隆
たかし

氏日本銀行　秋田支店　支店長

■略歴

1968年、岐阜県生まれ。

京大法学部卒業後、1992年日銀入行。

取引先金融機関の経営動向等の調査・分析や、保有不動

産の管理・改修等の部署、外部出向（金融庁、大手不動産

会社）などを経て、2021年6月より現職。
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もしもの備えに、業務上・業務外を問わず24時間保障～生命共済制度 【検定・共済推進課 TEL.866-6678】



秋田市内の２事例を紹介
～事業承継セミナー～

12／7

㈱小室経営コンサルタント代表取締役の小室秀幸氏
を講師に迎え、秋田キャッスルホテルでハイブリット
開催。19名が参加し、円滑な事業承継のポイントを学
んだ。
小室氏は「後継者の育成には時間がかかる。親族や

従業員だけでなく、第三者も対象にして後継者を探す
ことを提案したい」と述べた。また、自社の強みとな
る知的資産の承継などにも触れ、事業承継を円滑に進
めるためのポイントを解説した。
その後、秋田市内の事業承継事例として、東北物産

㈱、eyewearshop QUEST のケースを紹介。両社と
もに事業を譲受する側の立場であり、代表者は「譲渡
する側が長年育ててき
た事業価値を認めるこ
とや、譲渡会社と譲受
会社の目的の違いを理
解することが事業承継
のスタートである」と
語った。

年末の資金繰り相談に対応
～オンライン & リアル「1日公庫」～

12／8

年末の資金調達を始めとした地元企業が抱える金融
および経営課題を解決するため、日本政策金融公庫国
民生活事業と連携して個別相談会を開催。対面および
オンラインにて4事業所の相談に対応した。
【相談形式別対応状況】

相談形式 件数 相談内容

対面相談 2件 ・冬季運転資金の確保
・創業に伴う資金相談

オンライン相談 2件 ・年末の運転資金の確保
・事業拡大に伴う資金相談

対面相談会に参加した事業者からは、「コスト高騰に
伴う運転資金の不足が冬季の課題であったため、本相
談会にて融資を依頼した。懸念事項の解消に結び付く
相談ができたため良い機会となった」との声を頂いた。
また、オンライン相談に参加した事業者からは、「法

人成りと 2店舗目の開設を計画しており、具体的な時
期は未定であるものの資金調達面で不安を抱えていた。
相談の機会が設けられて助かった」と計画が一歩前に
進んだ様子であった。

2022年度 秋田県に対する要望
〜12/9 秋田県商工会議所連合会臨時総会および秋田県知事との懇談会〜
県内6商工会議所の正副会頭、専務理事らが出席し、ホテルメトロポリタン秋田で開催。任期満了に伴う
役員の選任について諮り、満場一致で秋田商工会議所の辻会頭を新会長に選任した。引き続き、秋田県知事
との懇談会を行い、秋田県商工会議所連合会による共通要望（30項目）、各商工会議所からの個別要望（秋田
商工会議所から10項目）合わせて63項目の要望書を佐竹敬久秋田県知事に手交し、説明・意見交換を行った。

１．ウィズコロナにおける経営支援策・地域振興策
２．中小企業振興施策の推進
３．地域の産業を担う人材の確保
新４．カーボンニュートラルの推進と関連産業の育成
５．公共事業予算の安定的・持続的な確保
６．メッセ機能およびアリーナ機能を備えた新・秋田県立体育館の早期整備
７．県内高速交通ネットワークの整備促進
８．商工団体組織活動強化費補助金の安定的・継続的な予算措置

１．地域産業の発展に向けた秋田港の機能強化
　　⑴秋田港アクセス道路の早期整備および重要物流道路への指定に向けた取組推進
新⑵秋田自動車道「秋田北ＩＣ・秋田南ＩＣ」間の 4車線化整備
　　⑶秋田港コンテナターミナルの機能強化・脱炭素化に向けた取組の推進
　　⑷クルーズ船の寄港回復のための取組および受入環境整備に向けた港湾施設の早期整備
　　⑸秋田港の物流増加に向けたインセンティブ制度の更なる拡充および船会社へのポートセールスの強化
　　⑹主要地方道秋田天王線・秋田火力発電所前交差点の安全対策強化
新⑺臨港道路13号線・外港地区入口交差点へのラウンドアバウト整備による安全対策強化

新２．次世代エネルギーコンソーシアムへの参画
３．広小路・中央通りの一方通行解除等中心市街地の交通環境改善に向けた検討の場の設置
新４．中心市街地の活性化に向けた支援

≪秋田県商工会議所連合会 共通要望≫　※大項目のみ

≪秋田商工会議所 個別要望≫

要望内容の詳細はホームページでご覧ください。　https://www.akitacci.or.jp/req/
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パソコンスキルの向上に！商工会議所パソコン教室 【TEL.827-3265】



〒 010-0967 秋田市高陽幸町8番17号 岸ビル内
TEL.018-883-1888 ㈹  FAX.018-883-1822
URL http://www.knbs.jp

あけましておめでとうございます
本年も皆様のお役に立てますよう社員一同

頑張ってまいります。よろしくお願いいたします。

接客で選ばれる人間力を強化
～ビジネススクール凌雲塾「接客向上研修」～

部会間の交流を推進
～商業・理財・運輸交通・情報通信合同部会～

12／15

12／19

原田正美氏（Selanstyle セランスタイル代表）を
講師に迎え開催。13名が受講。
前半は、ＡＩ・テクノロジーが牽引するウィズ・
コロナ時代に突入し、対面の期待値、価値観が大き
く変化する中、人間にしかできない真の顧客満足と
関係の質を高めるカギとなるコミュニケーションス
キルを学んだ。
後半では接客の基本となる正しい言葉遣いを、万
能言葉や表情筋など語彙力を高めるトレーニングと
併せて繰り返し実践。
全体を通して講師の原田氏は「相手を思いやる心、
自分を大事にする
真心を磨く事が大
事。会社名で信用
は築けるが、信頼
を築くのは社員
（人）である」と
述べた。

三浦名誉会頭、辻󠄀会頭、4部会の部会長ほか 69
名が参加し、情報通信部会を幹事部会としてメトロ
ポリタン秋田で開催。
辻󠄀会頭は冒頭の挨拶で「中心市街地の魅力向上や
コロナ対応、経営コストの上昇など取り組むべき課
題は山積している」と述べ、具体的施策としてカー
ボンニュートラルへの取組、中心市街地の活性化、
秋田港の港湾機能強化、環日本海交流の推進、中小・
小規模事業者の経営支援などを挙げた。
来場者はそれ
ぞれコロナ対策
を講じながら名
刺交換を行うな
ど、部会の垣根
を越えた活発な
会員交流を行
い、親睦を深め
た。

プロスポーツの取組みを紹介
～専門サービス部会部会員交流会～

観光視点で千秋公園の歴史を学ぶ
～観光料飲部会～

12／16

12／20

21 名が参加し、イ
ヤタカで開催。初めに、
秋田ノーザンハピネッ
ツ㈱代表取締役社長の
水野勇気氏が「秋田
ノーザンハピネッツの
活動」を紹介。「超少子高齢化の課題解決に向け、ア
カデミー事業、地域活動、子ども食堂を運営している。
また、現在、2026年の新Ｂ 1リーグの参入を目指
し、秋田に経済効果をもたらし、県民に夢を与える
東北唯一のアリーナの実現に向けて活動を続けてい
る」と述べた。
続いて、㈱ブラウブリッツ秋田代表取締役社長の
岩瀬浩介氏が「ブラウブリッツ秋田の活動」を紹介。
「ジュニアユースで育成していた選手がプロとなり、
地元出身スターの誕生で地域を盛り上げている。ま
た、Ｊ１参入を視野に新スタジアム構想を検討して
いる。子供たちが秋田で夢を叶えたいと思えるスタ
ジアムを目指す」と述べた。

部会員等 18 名が参加し開
催。久保田城址歴史案内ボラ
ンティアの会会長の小国裕実
氏をゲストに迎え、「観光視点
で学ぶ千秋公園の歴史」をテー
マに佐竹氏・秋田藩の誕生から
幕末維新期を経て千秋公園誕
生までの変遷について学んだ。
小国氏は、千秋公園の魅力について「石垣や天守

を持たない全国有数の土塁の城であり、日本 100
名城にも選出されている。本丸御殿を復元できれば
大きなウリになる」と述べたほか、「秋田の象徴的
存在の初代藩主・佐竹義宣公や重要文化財の佐竹本
三十六歌仙絵（巻）、秋田蘭画の活用も観光誘客の呼
び水となる」と観光資源の可能性について述べた。
なお、観光料飲部会では観光資源の活用に向けた

千秋公園の歴史研究について、今後も取り組むこと
としている。

小国裕実会長

骨材（砂利・砂・砕石等）の販売から各種工事まで

秋  田  支  店 秋田市川尻町字大川反232-4　TEL 018-823-3791
秋田南営業所 秋田市仁井田字古川向144-1　TEL 018-839-9211
本　　　　社 湯沢市字鶴舘39-4　　　　　  TEL 0183-73-0188
Ｕ 　Ｒ　 Ｌ http://matsuda-group.jp/
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τ 小規模事業者（従業員20人以下・商業・サービス業は5人以下）向け、無担保・無保証人・低利（1月4日現在1.30％）の

「マル経融資」をご利用ください。 【経営支援課 TEL.866-6677】



月 日 行 事 時 間 場 所
1/23 合同部会新年会（工業・建設・観

光料飲・専門サービス）
18:00～ イヤタカ

1/24 常議員会 11:00～ ANAクラウンプラザ
ホテル秋田1/23 議員懇談会 12:00～

2/2 女性起業家大賞表彰式・新年祝賀会 15:30～ 秋田キャッスルホテル
2/7 秋田市中心市街地活性化協議会 15:00～ 当所 7階
2/7 企業連携セミナー 13:30～ 秋田キャッスルホテル
2/8 秋田市商店街連盟意見交換会 18:00～ 秋田キャッスルホテル
※新型コロナウイルス感染症の影響により、各種行事は中止または延期に
なる可能性があります

新入社員合同入社式（当所共催）
2023年３月新規学校卒業者で今春入社予定者を対
象とした合同入社式を開催します。

◆日　時　3月24日（金）9：30～11：30
◆場　所　イヤタカ
◆申　込 当所もしくは秋田雇用開発協会ＨＰより

お申込みください。
◆問合せ 秋田雇用開発協会事務局
　　　　　　（当所経営支援課）　TEL：866-6677

〒011-0901 秋田県秋田市寺内字三千刈110-1　TEL.018-888-3500（代） 
東京営業所 TEL.03-5927-8101　名古屋営業所 TEL.052-251-5080

おかげさまで 創立75周年

アクサ生命は、商工会議所と協力し、会員事業所の各種ニーズ
（弔慰金・見舞金制度、退職金制度、リスク対策や事業承継など）
を共済制度／福祉制度でサポートしています。

アクサ生命保険株式会社  秋田支社  秋田営業所
〒010-0921  秋田市大町 3-5-1  秋田大町ビル6F  
TEL.018-862-1670

TEL.018(831)2222 TEL.018(834)1911
https://akita.metropolitan.jp/ http://www.caoca.net/
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会員向けメールマガジン配信中！経営に役立つ情報をお届けしています
ご登録は「maga@akitacci.or.jp」宛てに企業名をお知らせください 【企画振興課 TEL.866-6679】
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会場全景

名誉会頭称号記授与

県民歌に合わせて秋田川反芸妓連が踊りを披露

鏡開き

佐竹敬久知事 祝辞 正副会頭・専務理事お出迎え 穂積志市長 祝辞

三浦前会頭に名誉会頭の称号記贈る
2023年　新年祝賀会

当所恒例の新年祝賀会を1月5日に秋田キャッスルホテルで新型コロナウイルス感染症対策を講じたう

えで時間を短縮して開催し、会員・来賓ら約400名が一堂に会した。辻󠄀良之会頭のあいさつに続き、三浦

廣巳前会頭の3期9年にわたる多大な功績を称えて昨年11月の常議員会で名誉会頭に推薦したことを報告。

満場の拍手の中、辻󠄀会頭から三浦名誉会頭へ称号記が贈られた。来賓を代表して佐竹敬久知事と穂積志市

長が祝辞を述べた後、鏡開きを行った。会場では参加者が新年の挨拶を交わし、新たな年の始まりを寿いだ。

当所恒例の新年祝賀会を1月5日に秋田キャッスルホテルで新型コロナウイルス感染症対策を講じたう

えで時間を短縮して開催し、会員・来賓ら約400名が一堂に会した。辻󠄀良之会頭のあいさつに続き、三浦




